
日本医史学雑誌第48巻第3号(2002) 334

『
雲
庵
抄
』
は
、
福
井
・
三
崎
家
に
所
蔵
さ
れ
る
、
「
難
経
俗
解
』

に
対
す
る
谷
野
一
栢
の
注
釈
書
で
あ
る
・
谷
野
の
号
を
と
っ
て
『
雲

庵
抄
」
と
呼
ん
で
い
る
。

〈
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
〉

本
書
に
つ
い
て
は
、
小
曽
戸
氏
に
既
報
が
あ
り
（
「
目
で
み
る
漢

方
史
料
館
〔
八
七
〕
」
『
漢
方
の
臨
床
」
四
二
巻
八
号
）
、
次
の
二
点
に
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
「
勿
聴
子
俗
解
八
十
一
難
経
』
（
明
・
熊
宗
立
著
）
に
対
す
る
谷
野

一
栢
の
注
釈
書
（
自
筆
）
で
あ
り
、
日
本
人
の
著
述
に
な
る
現
存
最

古
の
「
難
経
』
注
釈
害
で
あ
る
。

②
本
書
は
、
永
正
六
年
（
一
五
○
九
）
頃
の
初
稿
本
を
、
補
正
し
た

再
稿
本
で
あ
る
。
一
冊
本
で
あ
る
が
、
元
は
二
冊
に
装
訂
さ
れ
て

い
た
。
上
冊
は
序
文
か
ら
二
十
九
難
ま
で
、
下
冊
は
三
十
難
か
ら

末
ま
で
。

４
「
雲
庵
抄
」
に
つ
い
て

宮

川

浩

也

〈
今
回
新
た
に
確
認
で
き
た
こ
と
〉

そ
の
一

識
語
に
「
時
享
禄
二
己
丑
年
孟
冬
日
、
雲
庵
嬰
一
栢
抄
之
」
と

あ
る
か
ら
、
享
禄
二
年
二
五
二
九
）
に
谷
野
一
栢
が
書
い
た
も
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
「
右
此
難
経
抄
両
冊
者
二
十
年
前
於
和
泉
府
自

筆
之
」
と
あ
る
か
ら
、
永
正
六
年
（
一
五
○
九
）
頃
に
は
初
稿
本
を

執
筆
し
て
い
た
ら
し
い
。
「
八
十
一
難
経
抄
」
（
杏
雨
書
屋
・
乾
三
二

一
三
）
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
一
栢
は
永
正
十
年
（
一
五
一
三
）
に
「
難

経
」
を
講
義
し
て
い
る
か
ら
、
『
雲
庵
抄
」
執
筆
以
前
に
、
『
難
経
』

の
講
義
は
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

冒
頭
か
ら
数
葉
（
序
文
か
ら
第
一
難
こ
ろ
）
に
細
字
に
よ
る
注
釈

が
多
く
見
ら
れ
る
。
「
細
書
之
頭
二
図
者
、
延
寿
院
之
講
義
也
、
延

寿
院
講
釈
之
聞
書
」
と
あ
る
よ
う
に
、
曲
直
瀬
玄
朔
（
一
五
四
九

～
一
六
三
二
の
講
義
を
聞
い
た
と
き
の
メ
モ
が
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
「
東
井
日
」
「
朔
日
」
と
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
を
書

い
た
の
は
谷
野
一
栢
で
は
な
く
、
後
代
の
者
で
あ
る
。
曲
直
瀬
玄

朔
が
延
命
院
か
ら
延
寿
院
に
号
を
改
め
た
の
が
一
五
九
七
年
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
以
降
に
、
玄
朔
の
講
義
を
受
け
た
時
の
メ
モ
で
あ

ろ
う
。



玄
朔
の
講
義
は
、
『
難
経
抄
」
（
杏
雨
書
屋
・
杏
二
三
四
八
）
と
し

て
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
識
語
に
は

「
慶
長
尚
回
庚
寅
年
冬
日
南
至
東
井
嬰
玄
朔
」
と
あ
り
、
慶
長
十
九

年
二
六
一
四
）
に
、
「
壮
歳
」
の
原
稿
を
校
正
し
た
旨
を
記
す
か

ら
、
『
雲
庵
抄
」
細
字
注
の
延
寿
院
の
講
義
と
は
、
玄
朔
が
五
十
歳

；
代
（
一
六
○
○
年
初
頭
）
こ
ろ
の
講
義
と
考
え
ら
れ
る
。

２０ｍ
そ
の
こ

渇
識
語
に
「
右
此
難
経
抄
両
冊
者
二
十
年
前
於
和
泉
府
自
筆
之
、

筆
今
聞
、
往
々
流
布
於
世
」
と
あ
り
、
二
十
年
前
に
聿
自
い
た
も
の
が
、

８熱
書
き
写
さ
れ
て
、
一
五
二
九
年
頃
に
は
数
種
の
異
本
が
出
回
っ
て

誌
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
、
「
八
十
一
難
経
注
』
（
杏
雨
書
屋
・
貴
二

評
三
九
）
と
『
八
十
一
難
経
抄
」
（
既
出
）
が
確
認
で
き
る
。
「
八
十
一

睦
難
経
注
」
は
、
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
に
僧
禅
柏
が
聿
自
き
写
し
た

本日
も
の
で
、
序
文
・
一
難
か
ら
二
十
九
難
ま
で
存
し
、
内
容
「
雲
庵

抄
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
『
八
十
一
難
経
抄
」
は
著
者
未
詳
、
序

文
・
一
難
か
ら
二
十
九
難
ま
で
存
し
、
序
文
の
一
部
と
本
文
の
ほ

ぼ
全
て
が
『
雲
庵
抄
」
で
あ
る
。
両
書
に
は
延
寿
院
の
講
義
注
釈

が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
両
書
が
二
十
九
難
ま
で
し
か
存
し

５錦
な
い
こ
と
（
「
雲
庵
抄
」
上
冊
に
相
当
す
る
）
か
ら
み
て
も
、
『
雲
庵

抄
』
か
ら
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
識
語
に
「
予
頃
寓
居
越
之
一
乗
、
閑
暇
日
再
正
之
、
復

加
潤
色
、
不
類
餘
本
者
也
」
と
、
再
稿
に
あ
た
っ
て
新
た
に
書
き

加
え
た
こ
と
を
い
う
。
二
種
の
異
本
に
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
注
釈

は
、
お
そ
ら
く
再
槁
に
あ
た
っ
て
新
た
に
加
え
ら
れ
て
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
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